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１．はじめに 

VUCA（Volatility，Uncertainty，Complexity，Ambiguity）時代とも

言われ，将来の見通しを立てることが困難な環境下にある現代企業

には，常に変化が求められる．そのため現代企業では，プロジェク

ト形式での非定常な業務遂行[1]が増加しており，プロジェクトマネ

ジメントの導入が進んでいる．プロジェクトはこれまでに経験した

ことのない独自の業務でり[2]，「利益をもたらす変化」[3]であるため，

不確実性と変化を伴う．すなわちプロジェクトマネジメントは，リ

スクに挑戦する管理技術といえいる． 

しかし現状のプロジェクトマネジメントでは，不確実性下のコン

トロールが十分ではなく，依然として多数のプロジェクトで，手戻

り，コスト超過などが発生し，社会の損失を招く失敗プロジェクト

事例が後を絶たない．プロジェクトを成功に導く，新たなプロジェ

クトマネジメント手法の確立が望まれる． 

これらを背景として，2018 年 10 月に神奈川大学工学研究所に設

置されたプロジェクト研究 C，「不確定状況下におけるプロジェクト

マネジメントの定量的管理方法」（以下，本研究）では，失敗しない

プロジェクトを目指したマネジメント技術の研究を進めている． 

これまで本研究では，昨年度までの「工学研究」で報告をしたよ

うに，主に，次のテーマに取り組んできた． 

・テーマ 1： プロジェクトデータに基づくプロジェクト進捗評価

に関する研究 

ICT の進歩により，より多くのプロジェクトデータと情報が得

られるようになっている．しかしそれらの活用方法は，プロジェ

クトマネジャー個人の経験によるところが大きい．そこで本研究

テーマでは，プロジェクトの成功に必要なデータと情報を収集・

蓄積・抽出する技術と，それらを定量的に分析しマネジメントに

活用するシステムの研究に取り組む． 

・テーマ 2： プロジェクトにおける見積り方法の研究 

未知の業務であるプロジェクトにおいて，そのコストおよびス

ケジュールを精度よく見積ることは，困難な業務といえる．本研

究テーマでは，限られた情報から精度の高い見積りを行うための

方法を研究する． 

 

本稿では，これら研究テーマに共通する課題として，プロジェク

トの類似性の認識方法について，本研究におけるこれまでの検討状

況を紹介する． 

２．プロジェクトの類似性を認識する必要性 

 プロジェクトは，「独自のプロダクト，サービス，所産を創造する

ために実施される有期性の業務」[2]であることから，プロジェクト

で得た経験，知見，データを蓄積し，将来のプロジェクトに活用す

ることは容易ではない．たとえば，同じ量の掘削工事であっても，

現場の環境が異なればかかる費用と時間は異なる．多くの企業がプ

ロジェクトで得た経験知をもとに知識ベースを作成することを試み

てはいるが，発展途上と言えるだろう． 

また，工数，コスト，スケジュールなど，プロジェクトで得た基

本的なデータを記録し，活用する方法も確立しているとは言えない．

PMS (Project Management System)を利用し，WBS (Work Breakdown 

Structure)をキーコードとして記録・活用することになるが，WBS

の整備は容易ではない．多くの場合，せっかく集めたデータは，PMS

の中に埋もれてしまう．データがそろわないと，近年さまざまな分

野で利用されている AI の活用もままならない． 

プロジェクトにおいて過去のプロジェクトデータを利用するに

は，少なくとも次の課題がある． 

① データの構造化 

② 類似プロジェクトの認識方法の開発 

 ここで「データの構造化」は， WBS を整備し，データに ID を付

けることである．ただし，プロジェクトは多岐にわたるため，先に

述べたように，汎用的な WBS 体系を作るのは簡単ではない． 

次の「類似プロジェクトの認識方法」は，蓄積したプロジェクト

データのうち，検討しようとするプロジェクトに類似したプロジェ

クトデータを抽出して活用するために必要となる．WBS コードが同

じでも，プロジェクトが異なると，そのデータの利用価値は少なく

なる．そのため，類似プロジェクトを集め，対象プロジェクトに有

用なデータのみを選択する必要がある． 

 たとえば，図 1 は，現在本研究で検討をしている，進行中のプロ

ジェクトに潜む危険性を診断するシステムの概要[4]である．本シス

テムでは，ステークホルダー間のコミュニケーションに焦点を当て，

プロジェクトの進捗データに潜むプロジェクトの危険性を判断する．  

 このシステムを活用するには，図 1 から，「データ収集」，「類似プ
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ロジェクト抽出」が必要となることがわかる． すなわち，「データ

の構造化」と「類似プロジェクトの認識方法」がシステムを構築す

る上での重要課題になっている． 

 

I) データ収集

III) 類似プロジェクト抽出

IV) 危険性因子判定

V) 判定と理由の提示
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 図１ 研究中のシステムの概要[4]（著者一部修正） 

３．プロジェクト類似性の認識方法 

 プロジェクトの類似性について，ソフトウェア開発の見積りモデ

ルとして知られる COCOMOⅡ[5]では，コストを見積るためのプロ

ジェクト特性として，規模要因，コスト要因に分けて，表 1 の評価

項目を設定している．さらに，COCOMOⅡでは，各項目を，Very Low

から Extra High までの 6 段階で評価し，それぞれ重みを設定する．

すなわち評価項目は，開発対象ソフトウェアごとに見積り項目に重

みを付ける役割があり，各項目の重みを比較することで，ソフトウェ

ア開発プロジェクトの類似性を認識する足がかりとなる．また

Azzeh[6]らは，同じくソフトウェア開発プロジェクトについて表 2 に

示す 7 つの項目を選定し，類似性の判断を行っている． 

 本研究では，プロジェクト組織間のコミュニケーションに着目し

たプロジェクトの危険性予知を検討している．そのために，進行中

プロジェクトと類似したプロジェクトを選び，たとえば，要件定義

会議の出席者，会議時間，会議回数などのデータとプロジェクトリ

スクの関係を分析する予定である． 

 

表 1 COCOMOII のプロジェクト特性と評価項目 
規模要因 ・開発力経験度 ・プロセス柔軟性  

・リスク管理レベル ・チーム強度  
・プロセス成熟度 

コ

ス

ト

要

因 
 

プロダクト要因 ・信頼性要求度 ・データベースサイズ  
・製品の複雑度 ・再利用性 ・文書化  

プラットフォーム要因 ・実行性能制約 ・メモリ制約  
・プラットフォーム安定性  

人的要因 ・分析者の能力 ・プログラマの能力  
・アプリケーションの経験  
・プラットフォームの経験  
・言語/ツール経験 ・定着率  

プロジェクト要因 ・ツール充実度 ・コミュニケーション  
・スケジュール 

 

表 2 類似性の判断項目 （Azzeh[6]ら） 
数的属性 ・整済みファンクションポイント  

・最大チーム規模 ・生産性 
カテゴリー属性 ・開発タイプ ・ビジネスタイプ  

・アプリケーションタイプ  
・組織タイプ 

４．これまでの研究成果 

 本研究プロジェクトにおける，2022 年以降現在までのの，主な

研究成果を以下に示す． 

木藤駿哉，太田修平，石井信明，プロジェクト期間短縮のため

の最適資源配分手法の提案， 2023 年度日本経営工学会秋季大

会予稿集, A10, pp.21-22（2023/9) 

李嘉豪，太田修平，石井信明，コミュニケーションコストを考

慮したオフショア開発の数理最適化モデル，日本設備管理学

会 2023 春季研究発表会，A-1.3 (千葉工業大学 オンライン開

催）（2023.6）． 

石井信明，「見積り精度の信頼度を考慮したプロジェクトコスト

目標の設定手法」，日本設備管理学会誌 , Vol. 34, No. 2, pp. 

42-47 (2022). 

海野拳市，太田修平，石井信明，要件定義工程における進捗計

画の立案方法の提案，情報システム学会 第 18 回全国大会・

研究発表大会  (新潟国際情報大学  新潟中央キャンパス )

（2022）． 

5．まとめ 

 システムの複雑化・大規模化により，プロジェクト遂行に欠かせ

ないプロジェクトマネジメントへの期待は増加している．しかし，

プロジェクトを成功に導くことができる経験豊富なプロジェクト

マネジャーはむしろ減少している．組織が蓄積したプロジェクト

データを活用することで，プロジェクトマネジャーの経験不足を補

う必要がある．本報では，プロジェクトを成功に導く研究として，

現在，本研究にて取り組んでいる研究と課題を紹介した． 

本プロジェクト研究では，成功するプロジェクトを増やし社会

に貢献することを目指し，引き続き，研究を進めていく．  
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 図１ 研究中のシステムの概要[4]（著者一部修正） 
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・言語/ツール経験 ・定着率  

プロジェクト要因 ・ツール充実度 ・コミュニケーション  
・スケジュール 

 

表 2 類似性の判断項目 （Azzeh[6]ら） 
数的属性 ・整済みファンクションポイント  

・最大チーム規模 ・生産性 
カテゴリー属性 ・開発タイプ ・ビジネスタイプ  

・アプリケーションタイプ  
・組織タイプ 

４．これまでの研究成果 

 本研究プロジェクトにおける，2022 年以降現在までのの，主な

研究成果を以下に示す． 

木藤駿哉，太田修平，石井信明，プロジェクト期間短縮のため

の最適資源配分手法の提案， 2023 年度日本経営工学会秋季大

会予稿集, A10, pp.21-22（2023/9) 

李嘉豪，太田修平，石井信明，コミュニケーションコストを考

慮したオフショア開発の数理最適化モデル，日本設備管理学

会 2023 春季研究発表会，A-1.3 (千葉工業大学 オンライン開

催）（2023.6）． 

石井信明，「見積り精度の信頼度を考慮したプロジェクトコスト

目標の設定手法」，日本設備管理学会誌, Vol. 34, No. 2, pp. 

42-47 (2022). 

海野拳市，太田修平，石井信明，要件定義工程における進捗計

画の立案方法の提案，情報システム学会 第 18 回全国大会・

研究発表大会  (新潟国際情報大学  新潟中央キャンパス )

（2022）． 

5．まとめ 

 システムの複雑化・大規模化により，プロジェクト遂行に欠かせ

ないプロジェクトマネジメントへの期待は増加している．しかし，

プロジェクトを成功に導くことができる経験豊富なプロジェクト

マネジャーはむしろ減少している．組織が蓄積したプロジェクト

データを活用することで，プロジェクトマネジャーの経験不足を補

う必要がある．本報では，プロジェクトを成功に導く研究として，

現在，本研究にて取り組んでいる研究と課題を紹介した． 

本プロジェクト研究では，成功するプロジェクトを増やし社会

に貢献することを目指し，引き続き，研究を進めていく．  
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